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36. 古賀敦子, 橋爪可織, 松浦江美, 楠葉洋子: 急性期病棟に勤務する看護職のリスク感性の実態. 日本看護研究学会
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37. 樋口裕也, 藤野裕子, 藤本裕二, 楠葉洋子: 精神科看護師のリカバリー志向性の特徴と関連要因. 日本看護研究学
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38. 楠葉洋子, 藤野裕子, 橋爪可織, 藤本裕二, 樋口裕也: 病院に勤務する看護師の共感満足および共感疲労とその関

連要因. 第 22 回日本看護研究学会九州沖縄地方会学術集会プログラム・抄録集 31, 2017 

39. 橋爪可織, 楠葉洋子, 藤野裕子, 藤本裕二, 樋口裕也: 精神科に勤務する看護師の共感満足および共感疲労～一般

病院との比較～. 第 22 回日本看護研究学会九州沖縄地方会学術集会プログラム・抄録集 32, 2017 

40. 野口郁惠, 宮崎久美, 永田康浩, 大町いづみ: 在宅療養中の子どもの養育者のエンパワメントに影響を及ぼす要因. 
日本公衆衛生学会総会抄録集 76 回 487, 2017 

41. 宮崎久美, 野口郁惠, 大町いづみ: 訪問看護師の精神健康度に関連する要因. 日本公衆衛生学会総会抄録集 76 回 
657, 2017 
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2017 
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TME を求めて. 第 27 回九州内視鏡下外科手術研究会プログラム・抄録集 31, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 0 1 72 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県労災保険診療指導委員会委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局 

石松祐二・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

石松祐二・教授 評議員 日本呼吸器学会 

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス 

石松祐二・教授 世話人 再生移植フォーラム in Nagasaki 

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会 

花田裕子・教授 長崎県看護学会誌掲載論文査読委員 長崎県看護協会 

花田裕子・教授 長崎県実習指導者講習会 講師 長崎県看護協会 

花田裕子・教授 研究指導 駒木野病院 

花田裕子・教授 障害児の理解と対応講師 得丸学園得丸幼稚園 

花田裕子・教授 評議員 日本うつ病学会 

花田裕子・教授 長崎県精神保健審議会 委員 長崎県 

花田裕子・教授 アドバイザー わかば法律事務所 

花田裕子・教授 スーパーバイザー NPO 法人 心澄 

花田裕子・教授 会員 NPO 法人 ちゅーりっぷ会 長崎 DARC 

花田裕子・教授 幹事 FOUR WINDS 乳幼児精神保健学会 

花田裕子・教授 講演会 講師 熊本県 御船町立 高木保育園（ボランティア） 

花田裕子・教授 講演会 講師 熊本県 御船町立 上野保育園（ボランティア） 

花田裕子・教授 震災支援員 熊本県 御船町役場 

花田裕子・教授 御船町 PTA 連絡協議会研修会講師 熊本県 御船町 

花田裕子・教授 御船町要保護児童対策及び DV 防止対策地域協

議会実務者研修会講師 
熊本県 御船町（ボランティア） 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部 
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澤井照光・教授 プロトコール推進委員 Kyushu Study group of Clinical Cancer 

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu 

澤井照光・教授 世話人 長崎手術手技研究会 

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会 

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club 

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

澤井照光・教授 長崎県研究事業評価委員会副委員長 長崎県 

澤井照光・教授 がん対策部会 大腸がん委員会副委員長 長崎県保健医療対策協議会 

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部 

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市 

楠葉洋子・教授 評議員 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 監事 日本看護研究学会九州沖縄地方会 

楠葉洋子・教授 専任査読委員 日本糖尿病教育・看護学会 

楠葉洋子・教授 専任査読委員 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 保健科学研究誌論文査読 熊本保健科学大学 

楠葉洋子・教授 看護研究指導 医療法人光晴会病院 

楠葉洋子・教授 看護職員研修会講師 医療法人光晴会病院 

楠葉洋子・教授 看護職員研修会講師 長崎県看護協会県南支部 

楠葉洋子・教授 看護キャリア支援センター事業等検討会委員 長崎県 

楠葉洋子・教授 学術集会口演発表座長 日本糖尿病教育・看護学会 

楠葉洋子・教授 学術集会ポスター発表座長 日本看護研究学会九州沖縄地方会 

楠葉洋子・教授 学術集会企画委員 日本看護研究学会九州沖縄地方会 

大町いづみ 
・准教授 

長崎市建築審査会委員 長崎市まちづくり部建築指導課 

大町いづみ 
・准教授 

長崎県実習指導者講習会講師 長崎県看護協会 

大町いづみ 
・准教授 

高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

大町いづみ 
・准教授 

訪問看護師養成講習会講師 長崎県看護キャリア支援センター 

大町いづみ 
・准教授 

在宅医療連携促進講座（前期・後期）講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ 
・准教授 

在宅看･看連携講座講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ 
・准教授 

長崎県訪問看護師ラダー作成推進委員会指導 長崎県看護協会 

大町いづみ 
・准教授 

長崎県看護学会学術集会抄録査読委員 長崎県看護協会 

松浦江美・准教授 平成 29 年度 九州・沖縄地区 リウマチの治療

とケア研修会「看護師の役割について」 
10 月 8 日，長崎ブリックホール 3 階国際会議場 

公益財団法人日本リウマチ財団 
 

松浦江美・准教授 マスタートレーナー，認定リーダー NPO 法人 日本慢性疾患セルフマネジメント

協会 

松浦江美・准教授 看護研究指導 国立病院機構嬉野医療センター 
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松浦江美・准教授 看護研究指導 
看護研究研修会「看護研究初めの一歩！（看護

研究の手順と方法：導入偏）」11 月 6 日 

長崎大学病院 

松浦江美・准教授 世話人 膠原病友の会佐賀県支部 

松浦江美・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

松浦江美・准教授 総合的学習「先輩に学ぶ」7 月 22 日 佐賀県立鹿島高等学校 

永田明・准教授 用語検討委員 日本看護診断学会 

永田明・准教授 日本ケアの哲学学会 世話人 日本ケアの哲学学会 

永田明・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

永田明・准教授 看護論 講師 長崎県看護協会 臨地実習指導者講習会 

永田明・准教授 看護過程・看護診断 講師 大分県看護協会・看護師研修会 

永田明・准教授 研究指導 長崎大学病院看護部 

永田明・准教授 研究指導 国立病院機構長崎病院看護部 

永田明・准教授 看護倫理 研修講師 労働者健康安全機構富山労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構富山労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構東京労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構関東労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構神戸労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 市立宇和島病院 

上野和美・准教授 広島リンパ浮腫研究会 世話人 広島リンパ浮腫研究会・日本リンパ浮腫治療

学会 

上野和美・准教授 研究指導 長崎大学病院看護部 

吉田浩二・准教授 学会理事・副編集委員長 日本放射線看護学会 

永江誠治・助教 長崎県実習指導者講習会 講師 長崎県看護協会 

永江誠治・助教 長崎県看護学会誌掲載論文査読委員 長崎県看護協会 

永江誠治・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

永江誠治・助教 講演会 講師 長崎市 深堀地区 

永江誠治・助教 震災支援員 熊本県 御船町役場 

橋爪可織・助教 長崎県実習指導者講習会講師 長崎県看護協会 

橋爪可織・助教 看護研究指導 聖フランシスコ病院 

橋爪可織・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

橋爪可織・助教 論文選考委員（日本看護学会・慢性期看護） 日本看護協会 

橋爪可織・助教 企画委員 日本看護研究学会九州沖縄地方会 

大山祐介・助教 学会企画委員会 第 23 回日本看護研究学会九州地方会 

横尾誠一・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

横尾誠一・助教 長崎県看護学会学術集会抄録査読委員 長崎県看護協会 

横尾誠一・助教 企画委員 日本看護研究学会九州・沖縄地方学術集会 

田中準一・助教 JICA 国際協力機構 国際緊急援助隊医療チーム 
パブリックヘルスモジュール 

独立行政法人国際協力機構 

田中準一・助教 JICA 国際協力機構 国際緊急援助隊医療チーム 独立行政法人国際協力機構 

田中準一・助教 第 23 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術

集会 企画委員 
日本看護研究学会 九州・沖縄地方会 
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田中準一・助教 第 7 回日本放射線看護学会学術集会 実行委員 日本放射線看護学会 
 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 
代表 夏型過敏性肺炎発症の分子機構における

Apolipoprotein E の役割 

花田裕子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
トラウマを抱えた子ども・若者の養育者を対

象とした包括的移行支援プログラムの開発 

楠葉洋子・教授 日本学術振興会 代表 がん患者の治療と仕事の両立へ向けた効果

的なセルフマネジメント方法の構築 

楠葉洋子・教授 日本学術振興会 分担 精神科看護職のリカバリー志向性と楽観性

の特徴及びリカバリー教育プログラムの構

築 

大町いづみ 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（Ｃ） 
地域特性に基づく在宅ターミナルケアとソ

ーシャルキャピタル醸成の在り方に関する

研究 

松浦江美・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究 (C) 
膠原病患者の外来におけるセルフマネジメ

ントの現状及び介入効果の多角的検討 

上野和美・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

膠原病患者の外来におけるセルフマネジメ

ントの現状及び介入効果の多角的検討 

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
放射線災害対応の教訓をもとにした放射線

看護教育パッケージの開発と評価 

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
福島県内保健師に対する放射線教育へのア

プローチ 

永江誠治・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
児童精神医療における個別・集団併用型心理

教育プログラムの有効性に関する研究 

橋爪可織・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
子供を持つ乳がん患者への複合型サポート

グループプログラムの有効性の検証 

大山祐介・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B）災害時に対する糖尿病患者の

認識、行動に基づくセルフマネジメントプロ

グラム開発 

横尾誠一・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

離島在住の在宅療養高齢者における地域医

療福祉サービスの満足度に関する研究 

田中準一・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
ケニアにおける地域の食文化と環境に根ざ

した看護職主導の栄養改善プログラムの開

発 

田中準一・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（A） 
アフリカにおける地域特性を考慮した乳幼児の
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健康改善モデル構築に関する疫学研究 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 学習会講師 長崎ストーマ・ケア学習会 

澤井照光・教授 看護部継続教育看護専門コース講師 長崎大学病院 

楠葉洋子・教授 非常勤講師（看護管理学特論） 鹿児島大学大学院 

大町いづみ 
・准教授 

公衆衛生学 長崎市医師会看護専門学校 

松浦江美・准教授 非常勤講師（看護研究） 独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター附属

看護学校 

大山祐介・助教 第 183 回 JNTEC プロバイダーコースインス

トラクター 
日本救急看護学会 

大山祐介・助教 第 1 回福岡 BHELP 標準コースインストラク

ター 
日本集団災害医学会 

田中準一・助教 国際看護 学校法人 福岡保健学院 

 
○特筆すべき事項 
①永田明・准教授：第 23 回日本看護診断学会学術大会 JSND23AWARD 奨励賞 
 


